
物 性 研 短 期 研 究 会 報 告

『液 体金 属 の構 造 と物 性 』

標記研究会が去る6月 1日,2日東京大学物性研究所講義室において行われ

たO 開催U)目的は ,(i) 国内各研究分野 における液終金属研究aJ現段階 での研

究活動 と成果 を相互 に紹介討論 し,且つ国際会議に向けて育成発展怒図 る,

(｡) 国捺会議の企画内容 (セッションe)種類 ,トピックス等 )について国内研

究者む問 で討論 し,日本独 自o'3寄 与 もしくは重点をどこにか くかを大まかに方

向 づける ,の2点 である｡4月初旬に本研究会企画()アンケー トを諸方面に発

送 し,関心を寄せ られる方 々からの回答 忽参照 して詳細 夜プランを立てた｡

先 ず国掠会議6テーマ毎に レポーターを依頼 し,集 まったア ンケー ト回答及

び資料 をもと匠各分野の国内研究の紹介を行い,問題点 を挙げて参加者に コメ

ン トを依頗する形式にしたOただ今迄数回 この種o')研究会が持たれているため,

で きる限 D重複する内容の発表は割愛 した｡各分野 でコメン トを依願する方達

は L/ポーターと粒話人 との相談 で決定 し,その殆 ん どo'D方に研究会旅費を差上

げ た (計28名 )0

2日間の研究会は ,上記目的につVlてはほ 予ゞ期 した成果を挙げたと思 う｡

これは レポーター各虻が世話人の企画の主 旨を了解 して下さ9,較極的に各セ

ツシヨyの司会役を引受けて下さったことに負 うもので,改めて緩い謝意を表

す る｡ ただ極めて残念 なことであるがサッシヨンでり討論(/)主旨をや 誤ゝ解 さ

れた方達があ9,発表者 と質問者 との間 だけでクローズ したやDとDで時間を

浪費 した点が残念 であった｡

本報告は レポーター及び各発表者に研究会期中に世話人宛提出 して頂いた要

旨に基 ヂ くものであ9,巌力に感謝 したい｡ 尚企画U)細部及び本報告集の編集

については世話∧o'3-^田中がそU)束管受けるものであるo
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世露 人 京 北大 金研 竹 内 栄 (代票 〕

東 大物 陰研 中 嶋 貞 歴

京大基経研 松 田 博 嗣

東北大農学部 渡 部

東北大工学部 田 中

研究 会 プ ログ ラム

王.液体金属の時空梅造

○ レポート 田中 実

卓 ･J: 1 枚 捧傘馬の静的構造 とイオン間多俸力

整弼三度 , ○長谷川正之

i-2. 圧 力下で0'D液 捧金属e)X静回折測定

遠藤裕久 ,

o 辻 和 彦 ,

大 島隆三 ,

田村剤三郎 ,

貸付 茂 ,

圭一5. 不規則系におけるphononmade.

武野正三

i-4. 時空構造 のシミュレーションの実際

竹 内 栄 , 田中 実

o 福井芽彦 , 渡 部三鷹

長谷川正之

I-5. 液 体金属の dynamicstructurefactor.

千原版三

並.液捧金属中の原子的輸送性質

oレポー ト 江島歴彦

丑-1. 炭素飽和溶液中におけるV.Cr.Mn.C o,Niの拡散O
小野陽-
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正一12. 洋告 草CL)金 ,農a)拡散

山村 :,:l]

E-5. 溶扶 中a)酸宗の拡散

鈴木 鼎 , 乗 一美

蛋-4. 療鉄 中の窒素U)拡散

井上遠慮 , 小島 旗

o 長 隆郎 , 上川倍大

正一5. 故 捧金属o'D粘性計算に対 する-つの.アプローチ

竹内 栄 ,○ 三沢正勝

展-6. Fe-Ni 合金族称の粘 性 と密度につ いて

足立 彰 ,o萩野喜置

屋-7. 枚 捧金属の粘性測定G'D技術的問題 点

森田善一郎

盟.融 解 現 象

oレポー ト 松 臼 博嗣

盈-1. 融解現象 と有効対 ポテンシャ ル .

樋渡 探秋

乱-2. 高圧 下にかける融点降 下現象
膏 臼 健

且-5. High PressuteMeltingについてのコメン ト
川井直入

政一4. 超高圧における金属の敵解

三沢 節夫

秤.液捧金属 の電子妖態

o レ ポー ト 松原武 生

坪-1. CPAの液体金属 への応用

武野 正三
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Ⅳ-2. 液体金属中の一電子グ リーy関数

o渡部三雄 ,長谷川正之

Ⅳ-5. 液 捧金属中の音波o'3度論

横田伊佐秋 ,片山信一

秤-4. 枚捧銅合金の陽電子消成

時 田正彦

0

竹内 栄 , 伊藤文武 ,

黒羽正男 , 甲斐鎌三

拝-5-1. 磁気的性質 から見た不規則系の特徴

轟口 正

秤-5-2. 実験試料 の作成 (ショー･トコメント)

宮 島英紀

図 - 5 -5. 液 捧遷移金属o')常敢率について

安達睡五

Ⅴ､.液俸金属の電子的輸送性質
○ レ ポ ー ト 下地光男

V-1. 液 体合金のホール係数
竹 内 栄 . 伊藤文武 ,

村上勝彦

Ⅴ-2. 液体水銀合金の圧力 下の物性
?大島隆三 , 遠藤裕久

小野田義人 ,箕村 茂

V-5. 溶 融鉄合金の電気抵抗
′J､野陽一

V-4. 敵陣金属におけるホール効果a)塵論 (ショー トコメン ト)
海老沢黍道

V-5. Psel王dopotentialoD応用へのショートコメント
海 口精一郎 ,武内 隆
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Ⅶ.液 捧金属o'D熱力学的性質

○レポー ト 中村義男

Ⅶ-1. 溶解鏑 ,銀 ,金合金系0,3混合熱について

o板虚乙未生,矢沢 彬

Ⅶ-2. 液 捧金属合金の音速 (圧縮率 )ej測定

膏̀ 岡連座 . 鈴木弘志

唯一5. 最近o･3枚捧金属轟に対 す るコメン ト

古川和男

稚 .外国 から6'Dレポー ト

楓-1. 英国 EastAnBlia大から

遠藤裕 久

柁-2. 英国 EastAnglia大から

田巻 繁

僅 -5. カ ナダGuelph大 から ＼

鈴木謙爾

-614-


